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グループホームあじさいでは、節分行事を行な
いました。ご利用者の皆様と一緒に節分行事の風
習を話し、豆をもっていただいたりしていると⿁
が登場 「⿁が出てきたぞ～」、「大きい⿁が
きた～」など驚きながらも⿁に向かって豆を投げ
られていました。「⿁は外。福は内。」と掛け声
をかけて投げられ、外へ逃げた⿁をベランダまで

2月27日（火）、あじさいのおか牛窓にて災害派
遣福祉チーム（DWAT）の備前圏域における連絡会
を開催しました。
連絡会では、今回の能登半島地震に第１クールで

派遣された、しげざね介護事業コンサルの重實様を
講師としてお招きし、実際に活動をされた経験を
お話いただきました。参加された方の中には、他に
も今回の能登地震で活動をされた方や、真備の豪雨
災害時に活動をされた方もおられ、貴重な情報共有
の場となりました。

社会福祉施設や病院等で働く、介
護福祉士・社会福祉士・精神保健福
祉士・介護支援専門員・保育士等の
資格を持つ、福祉の専門チームです。
災害時には、被災地行政からの要請
により、一般避難所に派遣され、避
難された方々に福祉の専門職として
生活を支える活動を行い、二次被害
の防止に努めます。

出て最後まで追い払ってくださいました。一生懸命投げられる
方が多く見られ、また投げられた⿁の反応を見て笑われる方
など楽しんでいただけました。昼食には恵方巻を食べられ
「これで今年も良い年になるなー」と話され幸せそうな笑顔を
たくさん見せて下さいました。今年も福の神と一緒にご利
用者皆様が幸せな一年となりますよう支援していきたいと
思います。

あじさいのおか牛窓は
DWAT備前圏域の活動拠
点法人となっているため、
今後も地域の皆様の
安全・安心を支えていけ
るよう、活動に尽力して
参ります。
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天理教教会の皆様はあじさいのおか牛窓でボランティ
ア活動を開始されて、通算5年を迎えられます。「地域
の方と交流を持ちながら貢献ができたら・・」というお
申し出によって始まり、毎月６～9名の方が活動して下
さっています。
私達が日頃行き届かない車椅子・エアコンフィルター

掃除や窓ふきなどの環境整備をして下さっています。ま
た毎年4月29日には50名近い方々で施設周辺の草刈りを
していただいて、職員一同大変感謝しております。
このような⾧年にわたるご支援、本当にありがとうご

ざいます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

ヘルパーステーションには現在、介護職員初任者研修修了者以上の有資格者のヘルパーが
5名在籍しています。ご自宅で生活し、日常生活で困難になったことに対しご自宅での生活が
継続できるように支援させていただいています。具体的にどのような支援をさせていただい
ているかというと…。
調理、お部屋の掃除、お風呂掃除、トイレ掃除、洗面台掃除、買

い物支援などの生活支援。そして、食事介助、排泄介助、入浴介助、
服薬確認、移動介助などの身体介助をまごころ込めて支援させてい
ただいています。生活支援には介護保険の制度上、支援してはいけ
ないこともありますので、相談しながら対応させていただい
ています。（できないこと：窓ふき、大掃除、手のかかる料理
（おせち等）、同居家族のための調理、庭の手入れ、草抜き等）
では、どうすれば利用できるのか・・・
ホームヘルパーを利用するためには「要支援／要介護」どちらかの認定が必須です。何らか

の介護度がついている場合、要介護であれば「訪問介護」、要支援であれば「介護予防訪問
介護」といった形でサービスが利用できます。ケアマネジャーよりご紹介を受け、相談・検討
した結果でご利用に繋がりますので、介護認定をお持ちで、お困りごとがあればまずはケア
マネジャーにご相談を！また、介護保険外（介護保険では行えない事）でお困り事がござい
ましたら、事業所独自のサービス（ライフサポートあじさい）でお手伝いいたします。親切・
丁寧・寄り添いを常に意識し、信頼される事業所であるよう努めてまいります。


